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第 2 章では，キシロースをキシリトールに変換するキシロースリダクターゼに対応する遺伝子の ， S. ceremswe へ
の導入について述べている。キシロース資化酵母である Pichiα stipitis 由来のキシロースリダクター遺伝子を単離し，
























(1) S. cerevisiae においてキシロース資化の代謝経路におけるキシロースからキシルロースへの変換反応が機能し
ていないことから その反応に必要なキシロースリダクターゼならびにキシリトールデヒドロゲナーゼ両酵素の遺
伝子を有しそれらを同時に発現させ得る酵母ベクタープラスミドを構築し ， S. cerevisiae の高エタノール生産株に
導入する方法によって，キシロース資化性の S. cerevisiae 形質転換株を新規に作成している。
(2) 得られた形質転換株から，エチルメタンスルフォン酸を用いる変異操作によって，キシロース培地において速く
増殖する変異株を取得し，変異株においてキシルロース代謝の最初の反応を触媒する酵素であるキシルロキナーゼ
の活性が高くなっていることを確認しているo また，プラスミド上の両遺伝子が δ配列を介すると考えられる組換
えによって宿主酵母の染色体に組み込まれていることを見いだしているo
(3) 野生株ならびに変異株のキシロース代謝経路の酵素活性を比較し変異株の中でも，キシロースリダクターゼの
活性がキシリトールデヒドロゲナーゼの活性に比較して弱くなっている株が，キシリトールの蓄積が少なく，エタ
ノール生産が良好になっていることを見いだしている。これらの結果に基づいて，遺伝子発現の調節とキシロース
代謝の制御を中心とする代謝工学的考察を行い，キシロースからの効率的なエタノール生成のための指針を与えて
いる。
(4) 代謝工学的考察に基づき，キシロースの供給を制限する流加培養を行い，キシリトールの蓄積を抑え，エタノー
ル生産収率を高めることが可能であることを示しているo また，酸素供給を調節することによってキシロースリダ
クターゼおよびキシリトールデヒドロゲナーゼの反応にカップリングする補酵素の再生を制御できることを示して
いる。
以上のように，本論文は遺伝子組換えによる代謝制御について価値ある知見を得ており，醗酵工学，特に遺伝子工
学ならびに代謝工学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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